
5 年指導案-1 

 

第５学年２組 学級活動（１）指導案 

日 時 令和７年１１月１４日（金）２校時 

場 所 ５年２組 教室 

児 童 ５年２組 ２３名 

指導者 教諭 鈴木 綸 

 

１. 議題 

「２年生を楽しませよう会」をしよう 

（ア 学級や学校における生活上の諸問題の解決） 

 

２. 議題について 

（１） 児童の実態 

  本学級の児童は、教師の指示を聞き、意欲的に課題解決に向かって取り組む姿が多く見られる。

また、学級目標である「助け愛・必笑」の達成に向け、お互いのよさや得意なことを活かしなが

ら、よりよい活動になるように声をかけ合う姿も多く見られる。２学期になってからは、自分た

ちだけでなく下学年にも目を向けながら活動する様子があり、６年生に向けて行動しようという

意欲が高まってきた。しかし、下学年と関わる際、自分たちの気持ちを優先してしまい、「楽しま

せる」という視点や「○年生のために」という視点が足りないことに課題がある。 

  これまでの特別活動では、前年度までに学級活動（１）で話し合ってきた経験を生かして様々

な場面で話合い活動が行われている。朝の会で一日のめあてを決める際、意見の出し合いと比べ

合いを行い、学級全員が達成できるめあてを考えて決定している。また、宿泊研修の際には「キ

ャンプファイヤーのレクを決めよう」という議題のもと、学年全員で楽しみ、笑顔あふれるレク

について話し合ってきた。このような４月からの積み重ねにより、一人ひとりが自分の意見をし

っかりと伝え合える活発な話合い活動ができるようになってきた。これらの様子から、本学級の

学級目標である「助け愛・必笑」の姿は、学級内においては達成されていると感じる。しかし、

４ヶ月後には６年生になり、全校を引っ張ったり支えたりする立場になる上で、現段階として自

分本位な行動をする姿が見られている。２学期始めに体育委員会主催の「兄弟学年鬼ごっこ」で

も、兄弟学年である２年生に負けないように本気で取り組む様子も見られた。このことから、学

級として達成している「助け愛・必笑」の姿を、６年生になる段階を見据えた上で、他学年も

「必笑」となる活動の姿へと高めていく必要があると考える。 

  そこで、本議題について話し合い、児童のなりたい姿である学級目標の「助け愛・必笑」の姿

を他学年にまで広げるためにも、他者視点をもちながら多様な意見のよさを生かした合意形成が

図れるようにしたいと考える。 

（２） 議題設定の理由 

  本議題は、議題ボックスに集まった議題の中から選定された。「２学期スタートの会をしたい」

「学年でレクをしたい」「２年生と遊びたい」「６年生と楽しむ〇〇大会をしたい」といった議題

が集まり、計画委員会で「誰かのために」という視点や「楽しませる」という視点をもとに選定

し、学級全員から賛同を得たため、本議題を決定した。 

  児童は、「２年生を楽しませる」ことに視点を置いてレクを話し合い、合意形成することを通し

て、６年生を見据えて行動する意欲がさらに高まったり、下学年のために行動することのよさを
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実感したりできると考える。他学年に目を向けることで、学級目標として掲げているなりたい姿

のさらなる深まりを目指す一歩として本議題を扱う。 

  本議題で、今後の学校生活においてより６年生を見据えて行動する力を身に付けさせたい。そ

のために、キーワードを具体的かつ明確なものに設定したり、一人ひとりが「２年生を楽しませ

る」ことに視点を置いて話合い活動に臨めるように思いや考えを書かせたりする等の事前指導を

充実させる。そうすることで、提案理由に沿った話合い活動を通して相手意識をもちながら、多

様な意見を生かした合意形成を達成できるようにしたい。 

 

３. 第５学年及び第６学年の評価規準  

よりよい生活や人間関係を築く

ための知識・技能 

集団の一員としての話合い活動や実

践活動を通した思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係をよ

りよくしようとする態度 

・みんなで楽しく豊かな学級や

学校の生活をつくるために他

者と協働して取り組むことの

意義を理解している。 

・合意形成の手順や深まりのあ

る話合いの進め方を理解し、

活動の方法を身に付けてい

る。 

・楽しく豊かな学級や学校の生活

をつくるために、問題を発見

し、解決方法について多様な意

見のよさを生かして合意形成を

図り、信頼し支え合って実践し

ている。 

・楽しく豊かな学級や学校の

生活をつくるために、見通

しをもったり振り返ったり

しながら、自己のよさを発

揮し、役割や責任を果たし

て集団活動に取り組もうと

している。 

 

４. 活動計画 

【議題の選定に関わる活動】 

日時【参加者】 児童の活動 指導上の留意点 
◎評価【評価方法】 

☆研究の視点 

11 月４日（火） 

業間休み 

【計画委員会】 

・議題ポストの議題

案を確認し、選定

する。 

〈提案された議題〉 

・２年生を楽しませ

よう会をしよう。 

・学年でお楽しみ会

をしよう。 

・６年生と〇〇大会

をしよう。 

・ 議題選びの視点を念

頭に置いて選定するこ

とを指導する。 

◎学校生活をよりよく

するために、進んで

議題を考えたり、選

んだりしようとして

いる。 

主【観察】 

☆ア 

11 月４日（火） 

帰りの会 

【全員】 

・ 議題を決定する。 ・ 計画委員会の提案の

もと、学級全員で決定

する。 

 

11 月５日（水） 

11 月６日（木） 

業間休み、昼休み 

【計画委員会】 

・ 活動計画を作成す

る。（提案理由、め

あて、話し合うこ

と、決まっているこ

と等の確認） 

・ 学級会の進行の仕方

を確認する。 

・ 日時や対象クラスな

どの条件を教師が設定

する。 

・ 提案者の思いや願い

を学級全体の共同の問

題になるように、提案

理由をしっかりと深め

るようにする。 

◎計画委員会の役割、

話合いの進行の仕方

等を理解している。 

知【活動計画、観察】 

☆ア 

 

 

 



5 年指導案-3 

 

【話合いに関わる活動】 

日時【参加者】 児童の活動 ・指導上の留意点 
◎評価【評価方法】 

☆研究の視点 

11 月４日（火） 

業間休み 

【計画委員会】 

・２年生にアンケー

トを実施する。 

・２学年担任へイン

タビューをする。 

・必要に応じて助言す

る。 

 

    

11 月５日（水） 

昼休み 

【全員】 

・遊びの調査をもと

に２年生と実際に

遊び、遊びの仕方

やルールを確認す

る。 

・必要に応じて助言す

る。 

 

11 月７日（金） 

朝学習 

【全員】 

・ 会で何をするのかに

ついて、学級会ノー

トに自分の考えを記

入する。（話し合う

こと①） 

・ 話し合うことや決ま

っていることが共通理

解できるよう必要に応

じて助言する。 

◎話合いの目的に合っ

た意見を考え、判断

し、ノートに書くこ

とができる。 

思【学級会ノート】 

☆イ 

11 月７日（金） 

業間休み 

【計画委員会】 

・ 学級会ノートに目を

通し、書かれた意見

を整理する。（話し

合うこと①） 

・ 出された意見から話

合いの見通しがもてる

ように助言する。 

 

11 月 14 日（金） 

２校時（本時） 

【全員】 

議題 

「２年生を楽しませ

よう会」をしよう 

・ 計画委員の運営に沿

って、全員が話合いに

参加できるように、必

要に応じて助言する。 

◎２年生を楽しませる

ことができるよう

に、友達の考えを参

考にしながら折衷案

を考えて発言した

り、みんなの共感を

得られるような改善

案を出したりしてい

る。 

思【学級会カード、観

察】 

☆イ 

◎これまでの話合いの

経験を生かして、合

意形成を図るための

話合いの進め方や約

束を理解している。 

知【観察】 

☆イ 

【話合い後の活動】 

日時【参加者】 児童の活動 ・指導上の留意点 
◎評価【評価方法】 

☆研究の視点 

11 月 17 日（月） 

朝学習 

【全員】 

・ 決まったことを学

級活動コーナーに

掲示する。 

・ 学級で協力して活動

できるように助言す

る。 

◎合意形成したことを

もとにみんなで協力

し、進んで会の準備

に取り組んでいる。 

主【観察】 

☆ウ、エ 

11 月 17 日（月） 

～11月 20 日（木） 

休み時間 

【全員】 

・ 会に向け、学級で

準備を進める。（案

内係、準備係等） 

・ 協力したり工夫した

りしている児童を称賛

する。 
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11 月 21 日（金） 

会当日 

【全員】 

・ 「２年生を楽しま

せよう会」を行

う。 

・ 必要に応じて助言す

る。 

◎会の目的を考え、め

あてを意識しながら

友達と協力して実践

している。 

思【観察、学級会カー

ド】 

☆ウ 

11 月 21 日（金） 

４校時 

【全員】 

・ 会の振り返りを行

う。 

①５年生は「助け

愛」ができたか 

②２年生は「必笑」

だったか 

・ 振り返りの視点に沿

ってふり返りができる

ようにする。 

◎会を実践し、よかっ

たことや改善したい

ことを振り返り、次

の活動へ生かそうと

している。 

主【学級会カード】 

☆ウ 

 

５. 本時の展開 

（１） 本時のねらい 

学級や学校生活をより楽しく豊かにするため、友達の立場や考え方を受け止めながら、多様な

意見のよさを生かして、会の内容や、２年生を楽しませるための工夫を考えることができるよう

にする。 

 （２） 展開案 

議事（時間） 児童の活動 指導上の留意点 
◎評価【評価方法】 

☆研究の視点 

１ はじめの言葉 

 

 

 

 

 

２ 計画委員会の紹介 

 

 

３ 議題の確認 

 

 

４ 提案理由の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・司会の合図で話合い

を始める。 

 

 

 

 

・それぞれの役割に対

するめあてを話す。 

 

 

 

 

・提案理由とキーワー

ドを確認する。 

〈提案理由〉 

 前回２年生と遊ぶ会

をしたけれど、自分

たちだけで楽しんで

しまった。 

 そこで、もう一度２

年生と遊ぶ会を開

き、２年生を楽しま

せ、笑顔にしたい。 

 ５年生は２年生を楽

しませるために「助

け愛」、会の最後に

・事前に記入した学級

会カードをもとに、

全員の意見を分類し

て掲示しておくよう

指示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議題 「２年生を楽しませよう会」をしよう 
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５ 決まっていること

の確認 

 

 

 

 

 

６ 話し合いのめあて

の確認 

 

 

 

７ 先生から 

（ここまでで５分） 

 

 

 

 

８ 話し合い 

 話し合うこと① 

 「会の内容」 

（比べ合う・まとめ

る 10分） 

 

 

話し合うこと② 

 「工夫できること」

（出し合う・比べ合  

う・まとめる 20

分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は、２年生が「必

笑」な姿になってほ

しいと思ったから。 

 

〈キーワード〉 

・５年生→助け愛（２

年生を楽しませるた

めに声をかけ合う） 

・２年生→必笑（また

やりたいと思わせ

る） 

 

〈決まっていること〉 

・２年２組対象 

・２年生を楽しませる

もの 

・30分間でできるもの 

・11月 21 日に開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事前に出ていた意見

を確認する。 

・掲示を見て、自分の

意見と比較しながら

発言する。 

 

 

・２年生を楽しませる

ための工夫を決め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・提案理由やキーワー

ドに沿って話し合う

ことや、友達の意見

につなげて発言する

ことを確認する。 

 

・自信をもって発言で

きるように、事前に

自分の考えを整理さ

せておく。 

・必要に応じて司会や

記録の支援をする。 

・提案理由やキーワー

ド、決まっているこ

とからそれた場合

は、進行を止めて確

認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎２年生を楽しませる

会になるように、友

達の意見を参考にし

ながら折衷案を考え

たり、みんなの共感

を得られるような改

善案を出したり考え

たりしている。 

思【学級会カード、観

察】 

☆イ 

◎これまでの話合いの

経験を生かして、合

意形成を図るための

手順や深まりのある

話合いの進め方を理

解している。 

知【観察】 

☆イ 

めあて ・提案理由やキーワードに沿って話し合おう。 

    ・友達の意見をよく聞き、つなげて発言しよう。 
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９ 決まったことの発

表 

 

10 ふり返り 

 

 

 

 

 

 

 

11 先生から 

 

 

 

 

 

 

 

12 おわりの言葉 

（決まったことの発

表からここまでで

10 分） 

・ノート記録係が決ま

ったことを発表し、

全体で確認する。 

・めあてに沿って話合

い活動をふり返る。 

①提案理由やキーワー

ドに沿って話合うこ

とができたか。 

②友達の意見をよく聞

き、つなげて発言で

きたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・司会の合図で話合い

を終わる。 

 

 

 

 

・机間指導を行い、全

体に紹介したい児童

を決める。 

 

 

 

 

 

・提案理由やキーワー

ドに沿って話合って

いたことを称賛す

る。 

・次回の学級会に向け

ての課題について指

導する。 

 

（３）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議題、提案理由、決まっていること、めあては黒板横に掲示 

 

決
ま
っ
た
こ
と 

キ
ー
ワ
ー
ド 

話
し
合
う
こ
と
① 

話
し
合
う
こ
と
② 

決定した遊び 

    

    
遊び 遊び 遊び  

   賛 

成 

   心 

配 

   改 

善 

   名 

前 

 


